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熊本県告示第７１８号 
 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、次のとおり道路
の供用を開始する。 
 その関係図面は、平成２０年８月８日から６０日間、熊本県土木部道路保全課において
一般の縦覧に供する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 道路の種類、路線名及び供用を開始する区間等 

道路の種類 路 線 名   供 用 を 開 始 す る 区 間 延  長 
(メートル) 備 考

一般県道 小川八代線 

八代市東陽町小浦字屋形原 
      １２８６番２地先から 
同町小浦字馬床 
      １８７８番６地先まで 

  160.0 単橋改

 
２ 供用を開始する期日 平成２０年８月８日 

 

第１１７２８号 

平成 20 年 8 月 8 日(金)

（毎週 火･金発行） 

 告  示 
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熊本県告示第７１９号 
 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の３において準用する同法第２９条の規
定により次のように保安林の指定施業要件を変更する旨農林水産大臣から通知を受けたの
で、同法第３３条の３において準用する同法第３０条の規定により告示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 保安林の所在場所 熊本県阿蘇市（次の図に示す部分に限る。） 
２ 指定の目的 水源のかん養 
３ 指定施業要件 
 (１) 立木の伐採の方法 
  ア 主伐に係る伐採種は、定めない。 
  イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市 
   町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。 
  ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。 
 (２) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。 
 （「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を熊本県庁及び熊 
本県阿蘇地域振興局並びに阿蘇市役所に備え置いて縦覧に供する。） 

 
 
熊本県告示第７２０号 
 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の３において準用する同法第２９条の規
定により次のように保安林の指定施業要件を変更する旨農林水産大臣から通知を受けたの
で、同法第３３条の３において準用する同法第３０条の規定により告示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
１ 保安林の所在場所 熊本県球磨郡湯前町（次の図に示す部分に限る。） 
２ 指定の目的 水源のかん養 
３ 指定施業要件 
 (１) 立木の伐採の方法 
  ア 次の森林については、主伐は、択伐による。 
    湯前町（次の図に示す部分に限る。） 
  イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。 
  ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市 
   町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。 
  エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。 
 (２) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。 
 （「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を熊本県庁及び熊 
本県球磨地域振興局並びに湯前町役場に備え置いて縦覧に供する。） 

 
 
熊本県告示第７２１号 
 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の３において準用する同法第２９条の規
定により次のように保安林の指定施業要件を変更する旨農林水産大臣から通知を受けたの
で、同法第３３条の３において準用する同法第３０条の規定により告示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
１ 保安林の所在場所 熊本県球磨郡湯前町（次の図に示す部分に限る。） 
２ 指定の目的 土砂の流出の防備 
３ 指定施業要件 
 (１) 立木の伐採の方法 
  ア 次の森林については、主伐は、択伐による。 
    湯前町（次の図に示す部分に限る。） 
  イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。 
  ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市 
   町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。 
  エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。 
 (２) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。 
 （「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を熊本県庁及び熊
本県球磨地域振興局並びに湯前町役場に備え置いて縦覧に供する。） 

 
 
熊本県告示第７２２号 
 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の３において準用する同法第２９条の規
定により次のように保安林の指定施業要件を変更する旨農林水産大臣から通知を受けたの
で、同法第３３条の３において準用する同法第３０条の規定により告示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
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１ 保安林の所在場所 熊本県球磨郡錦町（次の図に示す部分に限る。） 
２ 指定の目的 水源のかん養 
３ 指定施業要件 
 (１) 立木の伐採の方法 
  ア 次の森林については、主伐は、択伐による。 
    錦町（次の図に示す部分に限る。） 
  イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。 
  ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市 
   町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。 
  エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。 
 (２) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。 
 （「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を熊本県庁及び熊
本県球磨地域振興局並びに錦町役場に備え置いて縦覧に供する。） 

 
 
熊本県告示第７２３号 
 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の３において準用する同法第２９条の規 
定により次のように保安林の指定施業要件を変更する旨農林水産大臣から通知を受けたの
で、同法第３３条の３において準用する同法第３０条の規定により告示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 保安林の所在場所 熊本県球磨郡錦町（次の図に示す部分に限る。） 
２ 指定の目的 土砂の流出の防備 
３ 指定施業要件 
 (１) 立木の伐採の方法 
  ア 次の森林については、主伐は、択伐による。 
    錦町（次の図に示す部分に限る。） 
  イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。 
  ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市 
   町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。 
  エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。 
 (２) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。 
 （「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を熊本県庁及び熊
本県球磨地域振興局並びに錦町役場に備え置いて縦覧に供する。） 

 
 
熊本県告示第７２４号 
 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２９条の規定により次の森林を保安林予定森林
にする旨農林水産大臣から通知を受けたので、同法第３０条の規定により告示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 保安林予定森林の所在場所 熊本県玉名郡和水町山十町字大谷１１１８番４３、１１ 
 １８番１０６ 
２ 指定の目的 土砂の流出の防備 
３ 指定施業要件 
 (１) 立木の伐採の方法 
  ア 次の森林については、主伐は、択伐による。 
    字大谷１１１８番４３・１１１８番１０６（以上２筆について次の図に示す部分 
   に限る。） 
  イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。 
  ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市 
   町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。 
  エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。 
 (２) 立木の伐採の限度 次のとおりとする。 
 （「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を熊本県庁及び熊
本県玉名地域振興局並びに和水町役場に備え置いて縦覧に供する。） 

 
 
熊本県告示第７２５号 
 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２９条の規定により次の森林を保安林予定森林
にする旨農林水産大臣から通知を受けたので、同法第３０条の規定により告示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 保安林予定森林の所在場所 熊本県玉名郡和水町西吉地字塩井谷３２０番１、３２０ 
 番２、３２０番４、３２９番、３３０番１、３３０番２、字高塚４８９番１、５０６番 
 １、５１９番、５２３番２、５２４番１、５２４番２、５２５番１、５３２番３、５３ 
 ２番６、５３４番、字簾置２５９６番７、字地蔵口２７７４番５ 
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２ 指定の目的 土砂の流出の防備 
３ 指定施業要件 
 (１) 立木の伐採の方法 
  ア 次の森林については、主伐は、択伐による。 
    字高塚５１９番、５２３番２、５２４番２、５３４番、字地蔵口２７７４番５、 
   字簾置２５９６番７（次の図に示す部分に限る。） 
  イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。 
  ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市 
   町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。 
  エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。 
 (２) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。 
 （「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を熊本県庁及び熊
本県玉名地域振興局並びに和水町役場に備え置いて縦覧に供する。） 

 
 
熊本県告示第７２６号 
 障害者自立支援法施行規則（平成１８年厚生労働省令第１９号）第６３条の規定により
次の指定自立支援医療機関（精神通院医療）から廃止の届出があった。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

指定自立支援医療機関（精神通
院医療）の名称及び所在地  開設者の名称及び所在地  廃止年月日 

あおぞら薬局 みらい店 
人吉市南泉田町７５ 

株式会社 人吉球磨調剤薬局 
人吉市駒井田町１８８番地の４ 平成20年６月30日

あおぞら薬局 青井店 
人吉市駒井田町１８８番地の４ 

株式会社 人吉球磨調剤薬局 
人吉市駒井田町１８８番地の４ 平成20年６月30日

あおぞら薬局 九日町店 
人吉市九日町１０４ 

株式会社 人吉球磨調剤薬局 
人吉市駒井田町１８８番地の４ 平成20年６月30日

 
 
熊本県告示第７２７号 
 熊本県介護休業・育児休業者生活資金貸付制度要項の一部を改正する要項を次のように
定める。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
   熊本県介護休業・育児休業者生活資金貸付制度要項の一部を改正する要項 
 熊本県介護休業・育児休業者生活資金貸付制度要項（平成６年熊本県告示第３８０号）
の一部を次のように改正する。 
 第８条第３号中「１．３％」を「１．４％」に改める。 
   附 則 
１ この要項は、告示の日から施行する。 
２ 改正後の第８条第３号の規定は、この要項の施行の日以後の貸付けに係る貸付利率に 
 ついて適用し、同日前の貸付けに係る貸付利率については、なお従前の例による。 

 
 
熊本県告示第７２８号 
 港湾法（昭和２５年法律第２１８号）第３８条第１項の規定により、次の区域を三角港
の臨港地区として定める予定であるので、同条第３項の規定により次のとおり告示し、当
該臨港地区の区域の案を縦覧場所において告示の日から起算して２週間公衆の縦覧に供す
る。 
 なお、利害関係人で臨港地区の区域の案が同条第２項の規定に適合しないと認めるもの
は、縦覧期間満了の日までにその事実を具して国土交通大臣に申し出ることができる。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 臨港地区の区域の案 
  宇城市三角町際崎地区の一部 
２ 臨港地区の区域の案の縦覧場所 
  熊本県土木部港湾課、熊本県宇城地域振興局土木部工務課及び宇城市土木部都市整備 
 課 
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熊本県告示第７２９号 
 障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第２９条第１項の規定により指定障害
福祉サービス事業者として次の者を指定したので、同法第５１条の規定により公示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
事業所の名称及び所 
在地 

事業者の名称、主た 
る 事 務 所 の 所 在 地 及
び代表者の氏名 

指定年月日 
 
 
 

 事業所番号 サービスの
種類 

児 童 デ イ サ ー ビ ス わ
いわいなかま 
上 益 城 郡 御 船 町 高 木
４４９４－４６ 

特定非営利活動法人 
みふねデコボコ会 
上 益 城 郡 御 船 町 高 木
４４９４－４６ 
寺本 京子 

平 成 ２ ０ 年
８月１日 

4311440087 児童デイサ
ービス 

 
 
熊本県告示第７３０号 
 障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第２９条第１項の規定により指定障害
福祉サービス事業者として次の者を指定したので、同法第５１条の規定により公示する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
事 業 所 の 名 称 及 び 所
在地 

事業者の名称、主た 
る 事 務 所 の 所 在 地 及
び代表者の氏名 

指定年月日 
 
 
 

 事業所番号 サービスの
種類 

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ
ン サ ン ビ ィ ラ あ り あ
け 
玉 名 市 岩 崎 ４ １ ６ 番
地の１ 

有限会社ファン 
熊 本 市 新 屋 敷 三 丁 目
４番３号 
川口 雄三 

平 成 ２ ０ 年
８月１日 

4310400173 居宅介護 

 
 
熊本県告示第７３１号 
 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第４１条第１項の規定により指定居宅サービス
事業所を次のとおり指定した。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
 ［訪問介護］ 

事業所の名称及び事業所の所在地 事業者名 指定年月日 

訪問介護事業所日吉の里 
熊本市日吉二丁目９番７４号 株式会社日吉の里 平成２０年８月１日 

 
 
熊本県告示第７３２号 
 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第５３条第１項の規定により指定介護予防サー
ビス事業所を次のとおり指定した。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
 ［介護予防訪問介護］ 

事業所の名称及び事業所の所在地 事業者名 指定年月日 

訪問介護事業所日吉の里 
熊本市日吉二丁目９番７４号 株式会社日吉の里 平成２０年８月１日 

 
 
熊本県告示第７３３号 
 障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第４６条第１項の規定により次の指定
障害者福祉サービス事業者から変更の届出があったので、同法第５１条の規定により公示
する。 
  平成２０年８月８日  
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
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事業者の名称、事 
業 所 の 名 称 及 び 事
業の種類 

変 更 が あ っ た
事項 

変更前の内容 変更後の内容 変更年月日 

 
 
 

セ ン ト ケ ア 熊 本 株
式会社 
セ ン ト ケ ア 熊 本 駅
前 
居 宅 介 護 及 び 重 度
訪問介護 

事 業 所 の 所 在
地 

熊 本 市 二 本 木 ３
丁目７番３５号 

熊 本 市 十 禅 寺 １
丁目３番１号 

平成２０年 
７月２５日 

 
 
 
 
 
 
熊本県公告第５４３号 
 平成２０年３月１７日付けで八代市長 坂田孝志から協議のあった北原地区土地改良
事業（農業用用排水施設）の施行については、平成２０年７月２８日付けで同意したので、
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第７項の規定により公告する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

 
 
熊本県公告第５４４号 
 球磨郡湯前町に事務所を置く幸野溝土地改良区の役員が次のとおり退任及び就任した
旨の届出があったので、土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１７項の規
定により公告する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

 役職名   氏  名   住  所 
退任 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 監事 
 監事 
 監事 
就任 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 理事 
 監事 
 監事 
 監事 

 
 豊永 郁夫 
 赤池 精一郎 
 杉山 幸一 
 白川 和好 
 西  一元 
 星原 二六 
 牧  博夫 
 宮原 辰紀 
 井本 淸一 
 桑原 照光 
 吉鶴 一男 
 岩野 文二 
 米良 了 
 宮原 熊夫 
 
 赤池 精一郎 
 井上 朋和 
 杉山 幸一 
 白川 和好 
 牧  博夫 
 大森 重臣 
 髙田 福次 
 宮原 辰紀 
 生田 賢治 
 吉武 一穂 
 緒方 保裕 
 山口 洋史 
 星原 二六 
 丸山 春美 

 
球磨郡湯前町２２７８番地     
球磨郡湯前町１７０９番地     
球磨郡多良木町大字多良木１６１７番地   
球磨郡多良木町大字多良木１９０４番地   
球磨郡多良木町大字久米７３９番地       
球磨郡多良木町大字奥野７４８番地     
球磨郡多良木町大字久米７５８番地１     
球磨郡あさぎり町岡原北８３４番地２    
球磨郡あさぎり町岡原南２０７２番地     
球磨郡あさぎり町岡原南６１０番地       
球磨郡あさぎり町上北1番地９５       
球磨郡湯前町２７５２番地   
球磨郡多良木町大字久米３３６番地    
球磨郡あさぎり町岡原北１５６０番地 
 
球磨郡湯前町１７０９番地１   
球磨郡湯前町５２３３番地 
球磨郡多良木町大字多良木１６１７番地 
球磨郡多良木町大字多良木１９０４番地  
球磨郡多良木町大字久米７５８番地１   
球磨郡多良木町大字久米２０６０番地２ 
球磨郡多良木町大字久米８６４番地 
球磨郡あさぎり町岡原北８３４番地２ 
球磨郡あさぎり町岡原南５８７番地１０ 
球磨郡あさぎり町岡原北１１３４番地１ 
球磨郡あさぎり町上北２２１５番地８ 
球磨郡湯前町８８番地１７ 
球磨郡多良木町大字奥野７４８番地 
球磨郡あさぎり町岡原南２４３８番地 

 
 
熊本県公告第５４５号  
 土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第８７条第１項の規定に基づき、県営迫井手

 公  告 
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地区土地改良事業（区画整理）の計画を定めたので、同条第５項の規定により公告し、土
地改良事業計画書の写しを次のとおり縦覧に供する。 
 この土地改良事業計画に異議のある者は、縦覧期間満了の日の翌日から起算して１５日
以内に異議申立てをすることができる。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 縦覧に供する書類の名称 

県営迫井手地区土地改良事業（区画整理）計画書の写し 
２ 縦覧期間 
  平成２０年８月１１日から平成２０年９月５日まで 
３ 縦覧場所 
  大津町役場 

 
 
熊本県公告第５４６号 
 平成２０年２月２１日付けで水上村長 成尾政紀から協議のあった本野地区土地改良事
業（農業用用排水施設）の施行については、平成２０年７月３０日付けで同意したので、
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第７項の規定により公告する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

 
 
熊本県公告第５４７号 
 平成１９年１２月２８日付けで植木町南谷地区土地改良事業共同施行者 宮崎法大ほか
２６人から申請のあった南谷地区土地改良事業（区画整理）の施行については、平成２０
年７月３０日付けで認可したので、土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９５条第
４項の規定により公告する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

 
 
熊本県公告第５４８号 
 大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号）第６条第１項の規定による届出があ
ったので、同条第３項の規定により、次のとおりその概要を公告し、当該届出を縦覧に供
する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 大規模小売店舗の名称及び所在地 
  鶴屋フーディワン  
  熊本市田迎町田迎字八反堀３０８－１ 
２ 変更した事項 
  大規模小売店舗の名称 
   変更前 鶴屋ストアー浜線店 
   変更後 鶴屋フーディワン 
３ 変更の年月日 
  平成１９年１０月１９日 
４ 変更する理由 
  改装に伴う店舗イメージ変更のため 
５ 届出年月日 
  平成２０年７月２５日 
６ 届出の縦覧場所及び縦覧期間 
 (１) 縦覧場所 
    熊本県商工観光労働部商工政策課 
 (２) 縦覧期間 
    平成２０年８月８日から平成２０年１２月８日まで 

 
 
熊本県公告第５４９号 
 大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号）第５条第１項の規定に基づき平成２
０年３月４日に行われた届出に対し、同法第８条第１項及び２項の規定により御船町及び
御船町の区域内に居住する者から意見書の提出があったので、同条第３項の規定により、
次のとおりその概要を公告し、当該意見書を縦覧に供する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 大規模小売店舗の名称及び所在地 
  マルショク御船店 
  上益城郡御船町辺田見中道３５９番ほか 
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２ 市町村意見の概要 
 (１) 周辺住民の不安解消について 
    マルショク御船店の新設については、大規模小売店舗立地法適用開発であるため、 
   住民説明会等における住民の意見や要望など住民の意向をくみ取っていただき、造 
   成工事や店舗建設、オープン後の管理等に対応してください。 
    特に、周辺住民の不安を解消していただけるよう建物の配置や日照、騒音、公害、 
   防犯等に配慮をお願いします。 
    同地区においては、雨水処理について苦慮していることから、他の開発事業者と 
   同様に下流地域の水路管理者（御船中央土地改良区）と協議すること。 
 (２) 防犯対策について 
    夜間までの営業時間のため、若者の非行の場及び暗闇の穴場を作らないよう、夜 
   間は出入りができないよう鍵を掛け十分に対処すること。 
    また、児童生徒が事件・事故に巻き込まれないよう防犯対策（歩道の確保、スク 
   ールゾーン）を講じること。 
 (３) 光害の防止について 
    周囲が水田のため、照明について、向き、強さ、遮光、時間に配慮する等照明を 
   必要最小限にとどめ、光害の防止に努めること。 
 (４) 消防水利について 
    開発地周辺には消防水利がなく、消防法20条１項に基づき事前協議のとおり、消 
   火栓の設置並びに消火栓用ホース格納箱の設置をお願いしたい。また、敷地内の火 
   災はもとより隣接地域での火災等の際には、消火活動の水利として消防団等が使用 
   可能であることを要望します。 
 (５) 水道について 
    下記事項を踏まえて給水計画を確定し、水道課と再度協議すること。 
   ア 申請地への給水については、国道歩道埋設下、鋳鉄管（ＤＣＩＰ）Φ150ミリ 
    メートルから分岐し、口径サイズについては、将来の土地利用計画を見越し、水 
    理計算にて適正な口径を決定し、分岐口にバルブ類を設置すること。 
   イ 工事に関し、埋設土被りは、概ね公道部600ミリメートル以上、宅内部300ミリ 
    メートル以上とし、下水道管等の構造物との離隔は30センチメートル以上確保す 
    ること。工程については、関係機関と連携し、工期短縮、経費削減等に努めるこ 
    と。 
   ウ 御船町指定給水工事店による施行が大前提であるため、十分調査のうえ業者を 
    選定すること。 
   エ 給水検査は開発完了提出後、開発検査と同時期に実施することとするため、営 
    業開始日に合わせて工事の進ちょく状況を考慮しつつ計画的に進めること。 
 (６) 開発について 
   ア 隣接同意については、対象者全員を原則としており、出店予定者による計画変 
    更等、前向きな発信を受けたので、再度説明等の対応努力をすること。 
   イ 両町道（辺田見役場線、城山辺田見線）拡幅計画に伴い、道路利用者（歩行者、 
    車両）の増加が予想されるため、事故防止の対策に取り組むとともに、既存道路 
    との接続部（狭あい箇所）、同両町道に接道する交差点についても維持管理係・ 
    御船警察署と協議し、安全対策を検討すること。 
   ウ 宅内雨水処理の検討、特に下流域への影響を考慮し、駐車場の透水性舗装及び 
    建物の雨水処理は調整池に放流すること。また、調整池からの放流流末管きょに 
    ついては、合流箇所まで延長（Ｌ＝約40.0メートル）していただきたい。 
     なお、里道及び水路については、維持管理係と協議後、付け替え申請をするこ 
    と。 
   エ 開発に伴う景観を考慮し、魅力ある沿道景観の創造を目指し、屋外広告物等に 
    対する開発事業者及び出店予定者の協力をお願いしたい。 
   オ 県提出の開発事業申請図書と同様に、御船町開発事業申請図書を提出すること。 
 (７) 地域経済等への配慮について 
   ア 下流農地への雨水影響に配慮し、雨水排水対策を実施すること。 
   イ 地域づくりへの取組や各種団体及び地域イベントに参加協力をすること。 
   ウ 地域経済の安定と向上のため、地元雇用の促進を図ること。 
   エ 取扱い商品、特に農産物について、地産地消の観点から地元産を積極的に使用 
    すること。 
 (８) 児童生徒の通学路の安全確保について 
    今回の開発工事箇所は児童生徒の通学路が接しており、安全確保のため、下記事 
   項を要望します。 
   ア 工事着工前、遅くとも１週間前までに、御船町教育委員会及び御船小・中学校 
    に工事予定表を提出すること。 
   イ 工事車の出入口にはガードマン等を配置すること。 
   ウ 工事範囲がわかるようボード等で囲むこと。 
   エ 工事中であることがわかるよう立て札、旗等を立てること。 
３ 市町村の区域内に居住する者（３名）からの意見の概要 
 (１) 深夜営業の禁止について 
    店舗の隣に住宅があり、現在、午後10時頃に就寝しているが、安眠の妨げとなる 
   ため、マルショク御船店の営業時間を午後９時までとしていただきたい。 
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 (２) 交通統制について 
    町道城山辺田見線が６メートルに拡幅され、交通量の増加が予想されるが、その 
   他は４メートル道路のままであり、見通しが悪く、また児童生徒の通学路でもある 
   ことから交通事故が危惧されるため、何かしらの交通統制をお願いしたい。 
４ 意見書の縦覧場所及び縦覧期間 
  熊本県商工観光労働部商工政策課及び上益城地域振興局総務振興課 
  平成２０年８月８日から平成２０年９月８日まで 

 
 
熊本県公告第５５０号 
 大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号）第５条第１項の規定に基づき平成２
０年３月４日に行われた届出に対し、同法第８条第１項及び２項の規定により御船町及び
御船町の区域内に居住する者から意見書の提出があったので、同条第３項の規定により、
次のとおりその概要を公告し、当該意見書を縦覧に供する。 
  平成２０年８月８日 
                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
１ 大規模小売店舗の名称及び所在地 
  ホームワイド御船店 
  上益城郡御船町辺田見字中道２０１番１ほか 
２ 市町村意見の概要 
 (１) 周辺住民の不安解消について 
    ホームワイド御船店の新設については、大規模小売店舗立地法適用開発であるた 
   め、住民説明会等における住民の意見や要望など住民の意向をくみ取っていただき、 
   造成工事や店舗建設、オープン後の管理等に対応してください。 
    特に、周辺住民の不安を解消していただけるよう建物の配置や日照、騒音、公害、 
   防犯等に配慮をお願いします。 
    同地区においては、雨水処理について苦慮していることから、他の開発事業者と 
   同様に下流地域の水路管理者（御船中央土地改良区）と協議すること。 
 (２) 防犯対策について 
    夜間までの営業時間のため、若者の非行の場及び暗闇の穴場を作らないよう、夜 
   間は出入りができないよう鍵を掛け十分に対処すること。 
    また、児童生徒が事件・事故に巻き込まれないよう防犯対策（歩道の確保、スク 
   ールゾーン）を講じること。 
 (３) 光害の防止について 
    周囲が水田のため、照明について、向き、強さ、遮光、時間に配慮する等照明を 
   必要最小限にとどめ、光害の防止に努めること。 
 (４) 消防水利について 
    開発地周辺には消防水利がなく、消防法20条１項に基づき事前協議のとおり、消 
   火栓の設置並びに消火栓用ホース格納箱の設置をお願いしたい。また、敷地内の火 
   災はもとより隣接地域での火災等の際には、消火活動の水利として消防団等が使用 
   可能であることを要望します。 
 (５) 水道について 
    下記事項を踏まえて給水計画を確定し、水道課と再度協議すること。 
   ア 申請地への給水については、国道歩道埋設下、鋳鉄管（ＤＣＩＰ）Φ150ミリ 
    メートルから分岐し、口径サイズについては、将来の土地利用計画を見越し、水 
    理計算にて適正な口径を決定し、分岐口にバルブ類を設置すること。 
   イ 工事に関し、埋設土被りは、概ね公道部600ミリメートル以上、宅内部300ミリ 
    メートル以上とし、下水道管等の構造物との離隔は30センチメートル以上確保す 
    ること。工程については、関係機関と連携し、工期短縮、経費削減等に努めるこ 
    と。 
   ウ 御船町指定給水工事店による施行が大前提であるため、十分調査のうえ業者を 
    選定すること。 
   エ 給水検査は開発完了提出後、開発検査と同時期に実施することとするため、営 
    業開始日に合わせて工事の進ちょく状況を考慮しつつ計画的に進めること。 
 (６) 開発について 
   ア 隣接同意については、対象者全員を原則としており、出店予定者による計画変 
    更等、前向きな発信を受けたので、再度説明等の対応努力をすること。 
   イ 町道辺田見役場線からの進入路設置については、御船小・中学校の通学路とな 
    っていることや国道443号線からの進入が変則となり難しいことを考慮し、国道 
    からの進入（２箇所）に変更していただきたい。 
   ウ 両町道（辺田見役場線、城山辺田見線）拡幅計画に伴い、道路利用者（歩行者、 
    車両）の増加が予想されるため、事故防止の対策に取り組むとともに、既存道路 
    との接続部（狭あい箇所）、同両町道に接道する交差点についても維持管理係・ 
    御船警察署と協議し、安全対策を検討すること。 
   エ 宅内雨水処理の検討、特に下流域への影響を考慮し、駐車場の透水性舗装及び 
    建物の雨水処理は調整池に放流すること。また、調整池からの放流流末管きょに 
    ついては、合流箇所まで延長（Ｌ＝約40メートル）していただきたい。 
     なお、里道及び水路については、維持管理係と協議後、付け替え申請をするこ 
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    と。 
   オ 開発に伴う景観を考慮し、魅力ある沿道景観の創造を目指し、屋外広告物等に 
    対する開発事業者及び出店予定者の協力をお願いしたい。 
   カ 県提出の開発事業申請図書と同様に、御船町開発事業申請図書を提出すること。 
 (７) 地域経済等への配慮について 
   ア 下流農地への雨水影響に配慮し、雨水排水対策を実施すること。 
   イ 地域づくりへの取組や各種団体及び地域イベントに参加協力をすること。 
   ウ 地域経済の安定と向上のため、地元雇用の促進を図ること。 
   エ 取扱い商品、特に農産物について、地産地消の観点から地元産を積極的に使用 
    すること。 
 (８) 児童生徒の通学路の安全確保について 
    今回の開発工事箇所は児童生徒の通学路が接しており、安全確保のため、下記事 
   項を要望します。 
   ア 工事着工前、遅くとも１週間前までに、御船町教育委員会及び御船小・中学校 
    に工事予定表を提出すること。 
   イ 工事車の出入口にはガードマン等を配置すること。 
   ウ 工事範囲がわかるようボード等で囲むこと。 
   エ 工事中であることがわかるよう立て札、旗等を立てること。 
３ 市町村の区域内に居住する者（３名）からの意見の概要 
 (１) 深夜営業の禁止について 
    ホームワイド御船店の説明会において、営業時間は午後９時までの予定であるが、 
   その地区内にある店舗（Ｄ棟）は、午後９時以降も営業予定となっているとのこと 
   であったので、周りの住宅に考慮し、午後９時までの営業時間としていただきたい。 
 (２) 交通統制について 
    町道城山辺田見線が６メートルに拡幅され、交通量の増加が予想されるが、その 
   他は４メートル道路のままであり、見通しが悪く、また児童生徒の通学路でもある 
   ことから交通事故が危惧されるため、何かしらの交通統制をお願いしたい。 
４ 意見書の縦覧場所及び縦覧期間 
  熊本県商工観光労働部商工政策課及び上益城地域振興局総務振興課 
  平成２０年８月８日から平成２０年９月８日まで 

 
 
 
 
 
 
 平成２０年７月２８日熊本県公告第５３０号（熊本県電子納品保管管理・情報交換共有
システム用サーバ等の賃貸借に係る一般競争入札の実施）中に誤りがあったので、次のと
おり訂正する。 
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